


01
ページ

03

08

14

16

19

20

巻頭言
   「春一番」
　　　一般社団法人日本海上起重技術協会　副会長　中部支部長

　　　青木建設株式会社　代表取締役　佐野　茂樹

特　集　
   東京港国際海上コンテナターミナル
   －東京港中央防波堤外側　水深16mジャケット式桟橋の築造について－

　　　国土交通省　関東地方整備局　東京港湾事務所

協会活動
 平成27年度講習試験等のお知らせ

会員寄稿「会員の広場」 四国支部

　台湾の蘇
す

澳
おう

という町
		 山本建設工業株式会社　専務取締役　　山本　勝三

　　　　　　     
会員作業船紹介●45 近畿支部

　グラブ式浚渫船（砕岩兼用）　八
はち

宝
ほう

耀
よう

　
	 	 ヤマト工業株式会社

海の匠「登録海上起重基幹技能者の紹介」 シリーズ◯62 関東支部

	 	 三国屋建設株式会社　　齋藤　正臣

マリーンニュース「事務局だより」

インフォメーション「お知らせコーナー・販売図書案内」22

115



1

「春一番」

多分私だけがそうかも知れませんが、どのような事

でもその期日が間近に迫らないと、体も頭も思うよう

に動いてくれません。原稿依頼より早くも一か月以上

が過ぎてしまいました。地元の熱海の梅も、寒桜もそ

して河津桜も見ごろを過ぎてしまった3月の中旬でご

ざいます。

そして季節はもうすぐ「春一番」

春一番とは、その年に初めて吹く東南あるいは西

南からの強い風で、通常2月から3月の半ばの間にや

って来ます。気温は一気に上がりますが、翌日は西高

東低の冬型の気圧配置となり寒さが戻ります。そうし

て暖かい日と寒い日を繰り返しながら春は訪れます。

我々海上で工事を行う「海」を生業としている者

に海上での事故をもたらす事も多々あり、とても怖い

気象現象であります。日本海を進む低気圧に向かっ

て、南側の高気圧から毎秒8m 以上の強い風が吹き

込み海上は時化となります。因みに毎秒8m は時速

約30kmであります。

また、この時期 Asian Dust と言われる「黄砂」が

中国を中心とした乾燥地域より偏西風に乗り、東南

アジアなど広範囲に飛散し、地上に降り注ぐ現象が

現れます。大気汚染物質も一緒に運びますので、農

作物への被害が指摘されるほか濃度が濃い場合に

は、視界が悪くなり航空・海上・車・鉄道あるいは人

間の歩行というありとあらゆる移動手段に大変悪い影

響を与えます。

また、電波が乱反射し受信障害を引き起こします。

当然人間や地上の動物の健康にも良くありません。

でありますが、悪い事ばかりでもなく、ごく僅かで

はありますが良い事もしております。Dust の成分には

リン・鉄・カルシウム・アルミニウムなどが含まれてお

り、土壌や海洋へミネラルが供給され土壌を肥やし、

海に落ちると植物プランクトンが増え、魚が良く育つ

と言われております。他に酸性雨の中和や太陽光を

一般社団法人日本海上起重技術協会　副会長　中部支部長
青木建設株式会社　代表取締役

佐　野　茂　樹

巻 頭 言
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遮断することによる地球温暖化の緩和に良い作用をし

ています。また、遠くハワイ諸島の森林の育成にも関

っていると言います。「黄砂」に限らず物事を判断す

るときには、出来れば視点を変えて見ることも重要な

ことではないでしょうか。

21世紀は環境対応の時代と言われておりますが、21

世紀に入り早15年が過ぎようとしております。環境問

題対策に加速しなければならない時であります。我々

は環境の歴史に学びまた災害史に学び、早い内の対

策を取らなければならないと強く思う次第であります。

私ども海技協会員企業は作業船を使用し、港湾・

漁港建設を通じて社会の要望に応え、環境を考えた新

しい海洋工事を創造していく使命を持っております。今

後も「海」という大自然を生かしながら、私達からの

伝承が将来に届きますよう頑張って行きたいものです。

最後になりますが、長年の願いでもあります、定期

的廃棄物や突発的廃棄物の適正処理と快適な都市

環境の確保と新たな利用土地の創出のために、海域

に処理場の整備を平時から考えていかなければなり

ません。その時の主役は我々海技協であると信じてお

ります。

平成28年3月には（一社）日本海上起重技術協会

の設立30周年を迎えます。何かのきっかけになれば・・・

と願います。

最後までお読み頂きありがとうございました。



3

はじめに

国際コンテナ戦略港湾の東京港では、現在、コンテ

ナバースやコンテナヤード不足のため、処理能力を大

幅に超過した荷捌きが常態化しています。また、周辺

道路では入場待ちのコンテナトレーラによる慢性的な

交通渋滞が発生しています。このため、中央防波堤外

側埋立地の第一航路側に大型化するコンテナ船に対

国土交通省　関東地方整備局　東京港湾事務所

東京港国際海上コンテナターミナル
－ 東京港中央防波堤外側  水深16mジャケット式桟橋の築造について－

応できる新たな国際海上コンテナターミナルを整備

し、効率的な港湾輸送サービスを提供することで、国

際コンテナ戦略港湾として我が国の国際競争力を強化

するとともに、首都圏や東日本の経済活動を支えてい

くこととしています。

本稿では、「東京港国際海上コンテナターミナル整備

事業」のうち岸壁（－16m）（Y2）のジャケット据え付

け工事の内容について紹介します。

特  集

東京港中央防波堤地区全景

工事概要

新設するコンテナバースは、欧米など国際基幹航

路に就航する大型コンテナ船が接岸できる水深16m、

延長400mの耐震強化岸壁を整備するものです。

岸壁（－16m）ジャケット式桟橋の概要

ジャケット構造は、工場で製作した鋼管トラス上部

桁を鋼管杭で海底地盤に固定するものです。杭に構造

物を覆いかぶせることから、上着を羽織る行為を連想

させるため「ジャケット」式と称されています。

施工手順を図－1に示します。
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図－1 施工手順
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工事内容
基礎工（鋼管杭）；長さ約60m

・先行杭（直杭）φ1.6m×80本

・後行杭（斜杭）φ1.6m×80本

工場製作工；20基
・防舷材20基

・係船柱（曲柱1，000kN型）×14基

本体工
・ジャケット据え付け20基（レグ160箇所）

・グラウト注入160箇所

・シム材溶接640箇所

・レグ蓋溶接160箇所

海上運搬
ジャケットは、工場で製作したのち台船に搭載し東

京港まで海上運搬しました。

東京港国際海上コンテナターミナル 
－ 東京港中央防波堤外側　水深16mジャケット式桟橋の築造について－

工場製作 工場製作

海上運搬
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③ 全旋回式起重機船によるジャケット据え付け

④ 後行杭（斜杭）の打設

⑤ 後行杭（斜杭）の打設

ジャケット据え付け

ジャケットの据え付けは、予め現地に打設した先行

杭（直杭）にジャケットの脚（レグ）を差し込みます。鋼

管杭φ1.6mに対してレグφ1.8mのため、杭とのクリ

アランスが10cmと狭く、通常の杭打設精度（杭頭中

心位置±10cm以下）よりも高い据付精度（杭頭中心位

置±5cm以下）を求めました。

また、工事区域は、羽田空港の上空制限に抵触し

ないようにクレーンのジブ角度からクレーンの高さを

推定する方法や、隣接する第一航路の船舶航行を妨

げないように全旋回式起重機船を使用するなどして、

ジャケットを精度よく据え付けることができました。

本コンテナターミナルが整備される区域は、羽田空

港の航空制限区域内のためコンテナ荷役に使用するク

② 全旋回式起重機船によるジャケット据え付け

① 後行杭（斜杭）の打設
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ジャケット式桟橋構造図

レーンは、日本で初めての低頭型シャトルブーム式ガ

ントリークレーンが設置されます。国内同程度のコン

テナターミナルに設置されているガントリークレーン

と比較すると約1.5倍（重量2.200tf）の重量となり、

ガントリークレーンの重量を支えつつコンテナ荷役を

行う岸壁方式として、直杭だけではなく斜めに打設す

る斜杭を組み合わせたジャケット式桟橋構造を採用す

ることで全体の剛性を高めています。

おわりに

ジャケット据え付け現場では、既設護岸の耐震改良

工事など、工事が輻輳するなかで工事関係者の努力に

より事故なく、無事にジャケットを据え付けることが

できました。

ジャケット製作、海上運搬、据え付けにあたりご指

導ご協力を頂いた方々には、紙面をお借りして厚く御

礼申し上げます。

東京港国際海上コンテナターミナル 
－ 東京港中央防波堤外側　水深16mジャケット式桟橋の築造について－
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協会活動

平成27年度の講習試験等を下記のとおり開催しますので、お知らせします。

［1］登録海上起重基幹技能者

1．受講資格
受講資格は、以下の（1）、（2）の各事項を有していること。
（1）次の資格のいずれかを有している者であること

①（一社）日本海上起重技術協会が認定する「海上起重作業管理技士」資格者（資格者証が有効期限内であること）
②建設マスター顕彰者（建設機械運転工（海上工事）又はしゅんせつ工に限る）

（2）次の実務経験を有している者であること
①�資格対象船団に示す作業船の乗組員として乗船し、土木工事又はしゅんせつ工事において、それぞれ合わせて
10年以上の海上工事に従事した実務経験
②�上記①のうち、作業船団の職長（指揮監督者）として土木工事又はしゅんせつ工事において、それぞれ合わせ
て 3年以上の経験
資格対象船団
　�起重機船、グラブ浚渫船、杭打船、サンドコンパクション船、サンドドレーン船、深層混合処理船、ケーソン
製作用作業台船、コンクリートミキサー船、バックホウ浚渫船、揚土船

2．講習実施年月日
東京会場� 平成 27 年 10 月 22日（木）～ 23日（金）
� 　飯田橋レインボービル（東京都新宿区市谷船河原町 11）
福岡会場� 平成 27 年 10 月 29日（木）～ 30日（金）
� 　福岡商工会議所（福岡市博多区博多駅前 2− 9− 28）

3．講習内容、時間

日 科　目 内　容 時　間

1日目

技能一般
海上工事における基幹的な役割及び当該役割を担うために必要な技能
に関する講習

2時間30分

関係法令 海上工事における関係法令に関する講習 1時間30分

資材管理
原価管理
品質管理

海上工事における資材管理、原価管理及び品質管理に関する講習 3時間

2日目

施工管理
工程管理

海上工事における施工管理及び工程管理に関する講習 2時間

安全管理 海上工事における安全管理に関する講習 1時間30分

1）講習の開始時間は、1日目及び2日目とも9時から行います。

平成27年度

講習試験等のお知らせ



4．試験

科　目 内　容 時　間

技能一般 基幹的な役割及びそのために必要な技能に関する試験

1時間30分

関係法令 海上工事における関係法令に関する試験

資材管理
原価管理
品質管理
施工管理
工程管理
安全管理

海上工事における資材管理、原価管理、品質管理、施工管理、工程管理及び安全
管理に関する試験

1）試験の開始時間は、2日目の13時40分から行います。

5．講習料

区　分 講習料 備　考

新規受講者 54,000円（消費税含む） 講義、試験

再受験者 16,200円（消費税含む） 試験のみ

6．受講申請書入手方法
受講申請書類等は、協会ホームページ「認定試験・講習会情報」よりダウンロードして入手して下さい。

7．受講申請書受付期間
平成 27年 6月 1日（月）～ 7月 10日（金）

8．合否の通知
平成 27年 12 月下旬に、合否の通知をします。

9
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協会活動

［2］海上起重作業管理技士

1．受講資格
実務経験
資格対象船団に示す作業船の乗組員として乗船し、5年以上の海上工事に従事した実務経験を有する者であること

資格対象船団
起重機船、グラブ浚渫船、杭打船、サンドコンパクション船、サンドドレ−ン船、深層混合処理船、ケーソン製
作用作業台船、コンクリートミキサー船、バックホウ浚渫船、揚土船

2．講習実施年月日
東京会場� 平成 27 年 10 月 2日（金）
� 飯田橋レインボービル（東京都新宿区市谷船河原 11）
大阪会場� 平成 27 年 10 月 9日（金）
� （一財）大阪科学技術センター（大阪市西区靭本町 1− 8− 4）

3．講習内容、時間

科　目 内　容 時　間

気象・海象 海上工事に関する気象・海象に関する講習 2時間

安全衛生 海上工事に関する安全衛生に関する講習 2時間

作業船 作業船の構造、係留、操船技術計測等に関する講習 2時間

1）講習の開始時間は、9時から行います。
2）各科目の講習終了後に試験を実施します。
3）試験時間は 30分とします。

4．講習料

区　分 講習料

会員（正・賛助）会社所属者 43,200円（テキスト、消費税含む）

非会員会社所属者 59,400円（テキスト、消費税含む）

5．受講申請書入手方法
受講申請書類等は、協会ホームページ「認定試験・講習会情報」よりダウンロードして入手して下さい。

6．受講申請書受付期間
平成 27年 6月 1日（月）～ 7月 3日（金）

7．合否の通知
平成 27年 12 月下旬に、合否の通知をします。
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［3］更新講習会

Ⅰ．登録海上起重基幹技能者

1．更新講習対象者
平成27年度の更新対象者は、下表のとおりです。

資格取得年月日 講習修了証有効期限 受講期限

平成22年12月17日 平成27年12月31日 平成27年まで

平成23年12月16日 平成28年12月31日 平成28年まで

注）上記の■■■は講習修了証の有効期限が平成 27年までの者です。

2．開催地、開催日、会場

開催地 開催日 会　場

札　幌 平成27年11月4日（水） 北農健保会館（札幌市中央区北4条西7丁目1−4）

東　京 平成27年9月5日（土） 飯田橋レインボービル（東京都新宿区市谷船河原町11）

神　戸 平成27年9月11日（金） 兵庫県民会館（神戸市中央区下山手通4丁目16の3）

福　岡 平成27年9月18日（金） 福岡商工会議所（福岡市博多区博多駅前2−9−28）

3．講習科目、時間

科　目 時　間 備　考

新技術等技能一般、関連法規等 9時～15時

4．試験科目、時間、問題数

科　目 時　間 問題数

新技術等技能一般、関連法規等 15時10分～16時 10問

5．受講料
21,600円（消費税含む）

6．更新申請書類入手方法
更新申請書類等は、協会ホームページ「認定試験・講習会情報」よりダウンロードして入手して下さい。

7．更新申請書類受付期間
平成27年5月20日（水）～7月10日（金）
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協会活動

Ⅱ．海上起重作業管理技士

1．更新講習対象者

資格取得年月日 資格者証有効期限 受講期限 備　考

平成18年12月7日 平成27年12月6日 平成27年まで 第1回更新

平成22年12月17日 平成27年12月31日 平成27年まで 第1回更新

平成23年12月16日 平成28年12月31日 平成28年まで 第1回更新

平成9年12月9日（平成18年更新済者） 平成27年12月8日 平成27年まで 第2回更新

平成10年12月15日（平成18年更新者） 平成28年12月14日 平成28年まで 第2回更新

平成13年12月4日（平成22年更新者） 平成27年12月31日 平成27年まで 第2回更新

平成14年12月3日（平成23年更新者） 平成28年12月31日 平成28年まで 第2回更新

平成3年12月3日（平成22年更新者） 平成27年12月31日 平成27年まで 第3回更新

平成4年12月8日（平成22年更新者） 平成27年12月31日 平成27年まで 第3回更新

平成5年12月14日（平成23年更新者） 平成28年12月31日 平成28年まで 第3回更新

注）上記の■■■は資格者証の有効期限が平成 27年までの者です。

2．開催地、開催日、会場

開催地 開催日 会　場

札　幌 平成27年11月4日（水） 北農健保会館（札幌市中央区北4条西7丁目1−4）

東　京 平成27年9月5日（土） 飯田橋レインボービル（東京都新宿区市谷船河原町11）

神　戸 平成27年9月11日（金） 兵庫県民会館（神戸市中央区下山手通4丁目16の3）

福　岡 平成27年9月18日（金） 福岡商工会議所（福岡市博多区博多駅前2−9−28）

3．講習科目、時間

科　目 時　間 備　考

新技術、海上工事、関連法規等 9時～14時10分
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4．受講料
会員21,600円（消費税含む）、非会員27,000円（消費税含む）

5．更新申請書類入手方法
更新申請書類等は、協会ホームページ「認定試験・講習会情報」よりダウンロードして入手して下さい。

6．更新申請書類受付期間
平成27年5月20日（水）～7月10日（金）

［4］その他

申請書類は、5月7日に協会ホームページに掲載予定です。
不明な点があれば、下記まで問い合わせて下さい。
（一社）日本海上起重技術協会佐藤TEL03−5640−2941
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会員の 広 場 四国支部

今回は、私の父の生まれ故郷である台湾の町につ

いて書いてみたいと思います。と言いましても、父

の生まれた昭和9年（1934年）当時の台湾は日本統治

時代であり、父方の祖父は高知県出身、祖母は愛媛

県出身でそれぞれ台湾へ移住し、台湾で結婚したと

の事でした。

父は終戦後の昭和21年（1946年）3月に高知県に

帰って来ましたが、約11年間を台湾の蘇澳（すおう）

という小さな漁村で暮らしました。蘇澳は台北から

車で約2時間の宜蘭県東部沿岸部に位置し、東側は

太平洋に面しています。現在は蘇花公路及び台湾鉄

路管理局北迴線の起点であり、蒋渭水高速公路の終

点と交通の要衝で、沿岸部には蘇澳港があり、貨物

港として以外に海軍基地が存在しています。このほ

台湾の蘇
す

澳
お う

という町
山本建設工業株式会社
専務取締役　山本　勝三

か南部に南方澳漁港があり、近海のみならず遠洋漁

業の基地として重要な地位を占めています。また、

観光としては蘇澳冷泉があり、泉質は台湾で唯一と

なる炭酸カルシウム泉として有名です。

最近、テレビのニュースで蘇澳という言葉を聞い

たのは、平成24年（2012年）の尖閣諸島抗議デモで、「9

月25日に台湾の中華民国行政院海岸巡防署の巡視船

12隻と宜蘭県蘇澳鎮から出港した漁船約40隻が同時

に尖閣諸島の領海を侵犯し、尖閣諸島の台湾領有を

主張するデモ活動を行った。」というものでした。

私は今までに台湾へ2回行き、その2回とも蘇澳に

行きました。1度目は平成19年（2007年）5月に、父

と母と私と私の妻の4人で行きました。この時の台

湾旅行の目的は、私が父の生まれた故郷を見てみた

筆者の両親　2007年蘇澳の街並みにて

高雄

蘇澳

台北
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かったからでした。父は大人になってから何度か蘇

澳に行った事があり、小学生時代に小学校に通う道

にある橋の下に使っていない線路が通っており、そ

の線路に目印をつけて、橋の上から小さな石を落し

て遊んだようで、その線路を大人になって見に行っ

たら、当時の目印が残っていたという話をよく聞か

されていました。

初めて見た蘇澳の町は昭和初期の日本を思わせる

ような雰囲気の町で、南方澳漁港も当社がある高知

県宿毛湾港の片島地区（旧片島港）によく似た感じの

小さな港でした。地元の人は凄く優しい感じで、日

本人だとわかるとカタコトの日本語で話しかけてく

れました。父も久しぶりに訪れた故郷に心を弾ませ

ているようで、笑顔で私達を案内しながら、子供の

頃、兄弟で漁港の対岸まで泳いで渡った話等、たく

さんの昔話をしてくれました。

台北への帰り道、遠回りして父の記憶を頼りに、

例の線路を探しに行きました。途中で何度も車から

降りては、橋の下を覗きに走り、やっとの事で線路

を見つけました。さすがに、目印までは確認出来ま

せんでしたが、「言った通りだろ」と言わんばかりの父

の嬉しそうな顔を見て、来て良かったと思いました。

そんな父も平成22年（2010年）7月に他界し、今

年の7月で早や5年になります。そして、2度目に台

湾へ行ったのは、父が他界した約3年後の平成25年

（2013年）3月に、母と姉と姉の娘夫婦と私の5人で

行きました（なんと、私の妻と息子は出発当日、息子

が空港に行く途中で発熱しキャンセル）。この時の目

的は姉が父の生まれた故郷を見てみたかった事と父

の写真を持って行って、父を里帰りさせてあげたかっ

たからでした。

6年ぶりに行った蘇澳は時が止まっていたかのよ

うに、何も変わっていませんでした。当日、たまた

ま地元のお祭りの日だったようで、あちらこちらで

爆竹が鳴り、賑やかな音楽を鳴らしながら御神輿の

ような物を乗せた車がたくさん走って、とても楽し

い雰囲気でした。たぶん、父が小さい頃もこのお祭

りを見ていたのかなと思いながら、父の写真を胸に

抱き、お祭りを見ていました。

台湾にはたくさんの観光地があります。私が行っ

た中でお勧めなのは、台北では、1度目に行った当時、

完成建築物としては世界一高かった台北101や北京

の紫禁城を模した堂々たる建物に、70万点に達する

歴代文物を収蔵した故宮博物院、蒋総統の銅像が安

置され、功績を偲ぶ遺品を展示してある中正紀念堂

や観光客も安心して楽しめる台北最大の夜市である

士林夜市です。台湾の北部では、九份がお勧めです。

海を望む山の斜面にかつて金鉱の町として栄え、細

い石畳の道沿いに家々が軒を連ねる独特の風景は、

たびたび映画の舞台にもなっています。台湾南部で

は、台湾新幹線で台北から約1時間半で行ける台湾

最大の貿易港を擁する高雄にもたくさんの観光地が

ありお勧めです。

台湾は親日家が多く、比較的治安も良いと言わ

れています。東京から飛行機で約3時間半と日本か

らも近く、沖縄から約100kmの南国で気候も良いで

す。ぜひ一度、我が家の原点とも言える蘇澳がある

台湾へ遊びに行ってみて下さい。

筆者　2013年蘇澳で父の写真と
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45

グラブ式浚渫船（砕岩兼用）

八
は ち

 宝
ほ う

 耀
よ う

ヤマト工業株式会社

私たちヤマト工業は、昭和9年に創業し昭和22年法人
設立以来、全国に支店・営業所を展開する建設企業とし
て、港湾工事・一般土木工事・道路工事・河川橋梁工
事まで幅広い分野における社会資本建設の道をひたすら
に歩んでまいりました。
特に、港湾工事を創業以来の得意分野としております。
保有船舶も、グラブ浚渫船・起重機船・コンクリートプ

ラント船と多岐にわたり様 な々工種の港湾工事に対応可能
です。

1．はじめに 2．八宝耀の特徴

八宝耀全景

グラブ浚渫船も近年大型化が進み、現在ではグラブ容
量25㎥～ 27㎥級が主流となってきております。
当社のグラブ船も、小型から徐々に大型化に対応して
八宝耀がグラブ容量25㎥です。
浚渫作業においては、水平掘削機能・RTK−GPS施
工管理システム・海底探知ソナーを装備して高精度な掘
削作業を施工しております。また、浚渫区域の前後進移
動にはキックスパッドを利用して迅速に移動を完了します。

近畿支部
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弊社では、施工と安全の一体化を推進し、よりよい品
質作りのために常に技術の向上に務め、誠意を重んじ、
創意工夫をこらして前進していきたいと考えております。ま
た、社業の公共性を自覚し、微力ながらも社会に貢献し
ていく所存でございます。
2011年の東日本大震災におきましては、社有船のメリッ

トを活かしていち早く被災地での作業に向かう事が出来ま

した。また、現在も東北方面の作業を継続しております。
船員の高齢化や船舶の老朽化などの問題は、作業船

を保有している会員企業の方々におかれましても共通の
懸案事項だと思います。しかし、苦しい時こそ前を向いて
少しずつ歩みを進めていかなければなりません。
今後も社会インフラの建設に携わり、努力を続けてまい

ります。

3．おわりに
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三国屋建設株式会社
齋　藤　正　臣 （平成25年度 認定者）

●経歴
平成10年　入社
平成20年　若洲号　オペレーター
平成22年　豊海号　船団長
平成25年　12月13日 登録海上起重基幹技能者取得

●主要工事実績
　大洗AB物揚場災害復旧本体工事
　大洗南防波堤護岸復旧工事
　日立LNG基地バース土木・防波堤工事
　鹿行大橋旧橋撤去工事
　圏央道利根川橋梁上部工事
　久慈漁港－5m護岸災害復旧工事
　閉伊川筋藤原地区河川災害仮締切り工事
　相馬漁港災害復旧（再復）工事（防波堤）

●今後について
当社の作業船団は、関東地方の港湾・河川、東日本大

震災における災害復旧など、多くの工事に携わってき
ました。どの現場も同じ条件のものは無く、同一現場
の作業員と共に協力しながら作業に従事してきました。

『豊海号』は、台船部が分割可能なクレーン付台船で
す。この特徴を活かし、狭い水域でもえい航すること
が可能です。

今後も、様々な現場を経験しながら技術を向上し、
安全を第一に作業に当たり、どの現場も無事故・無災害
で施工できるように取り組んで行きます。

シリーズ
海の匠 登録海上起重基幹技能者の紹介

62

●出身地 千葉県
●生年月日 昭和52年2月5日
●所　属 三国屋建設株式会社　船舶
●職　務 船団長
●船団名 豊海号
 　分割式200t吊クレーン台船（長さ42m×幅18m×深さ2.5m）
 第七海神
 　曳船兼押船　450PS×2基　5t巻ウインチ
 海神
 　作業船兼揚錨船　300PS　3t巻ウインチ

プロフィール

クレーン付台船　豊海号 鹿行大橋新橋架設工事
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本部活動

◇第78回 理事会を開催
平成 27 年 3 月 19 日（木）、東京都千代田区「都市

センターホテル」において第 78 回理事会が開催され、
各議案とも事務局提案どおり了承されました。

報告事項①　平成 26 年度事業報告の件
報告事項②　平成 26 年度収支決算（見込）の件
第 1 号議案　平成 27 年度事業計画の件
第 2 号議案　平成 27 年度収支予算の件
第 3 号議案　その他議案の件

1．会員の新規入会及び退会に関する件
2．役員の改選に関する件
3．平成 27 度通常総会（第 29 回）開催に関する件
4．その他

理事会終了後「港湾行政を取り巻く最近の動向」と
題して、国土交通省港湾局技術企画課 坂井港湾保全政
策室長よりご講演をいただきました。

マリーンニュース
事務局だより

平成27年1月20日
◇安全対策委員会

1．安全パトロールの実施結果
2．安全啓蒙ポスター
3．環境保全マニュアル等のフォローアップ
3．その他

平成27年1月27日
◇広報・事務担当者会議

1．本部活動
2．支部活動
3．広報活動
4．その他

平成27年2月17日
◇事業委員会

1．積算基準に関する港湾局との意見交換会の議題
2．近年の海上工事における課題等
3．その他

平成27年3月3日
◇常任委員会幹事会

1．平成 26 年度事業報告等
2．平成 27 年度事業計画等
3．その他

平成27年3月11日
◇常任委員会

1．平成 26 年度事業報告等
2．平成 27 年度事業計画等
3．その他

第78回理事会
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関東支部

◇国土交通省関東地方整備局等との意見交換会を開催
さる平成 27 年 2 月 24 日（火）に関東地方整備局

港湾空港部との平成 26 年度意見交換会を実施しまし
た。

意見交換会には、関東地方整備局下司副局長はじめ
11 名の港湾空港部の幹部の出席を頂き、当協会から
は塩見会長代理、尾崎専務理事、鳥海関東支部長ほか
11 名が出席しました。

意見交換会は鳥海支部長、下司副局長の挨拶に続い
て、事務局より本年度の要望事項を説明しました。そ
れに対して、港湾空港部の幹部の方々から回答を頂き、
闊達な意見交換がなされました。また、尾崎専務理事
より全国の過去 5 年度の受注統計資料の説明があり、
その中で関東支部会員（特に中小 A ランク会員）の受
注率の低下が顕著である旨説明があり当局に強く要望
されました。

関東支部の本年度の要望事項は下記の通りです。
1．港湾関係予算の確保について
2．低入札価格調査基準の再引き上げについて
3． 作業船の基地港の係留場所の確保及び荒天時避

泊場所の確保について
4． 作業船の保有及び代替建造に対する支援につい

て
5．中長期的港湾事業計画の開示について
6． 地元作業船保有会社への発注工事量の確保につ

いて
7．見積参考資料の開示について
8．その他

また、平成 27 年 3 月 17 日（火）には鹿島港湾 ･
空港整備事務所及び茨城県土木部港湾課との意見交換
会を実施し、茨城県内における港湾事業の課題・要望
を説明し、意見交換を行いました。

中部支部

◇国土交通省中部地方整備局との意見交換会を開催
中部支部では去る平成 27 年 3 月 5 日（木）中部地

方整備局会議室にて中部地方整備局との意見交換会を
開催いたしました。

出席者は中部地方整備局から長太茂樹港湾空港部長
ほか 11 名の出席を戴き、当協会からは塩見雅樹会長
代理、尾崎雄三専務理事、佐野茂樹中部支部長ほか 6
名が出席しました。

当協会塩見会長代理、佐野中部支部長、長太港湾空
港部長の挨拶に続いて、星合事務局長より中部支部の
要望事項を説明しました。これに対し長太港湾空港部
長、塩田昌弘港湾空港企画官から回答があり、それら
の事項に対して意見交換がなされました。また、尾崎
専務理事より本省要望について説明頂きました。

なお、今回は全国浚渫業協会東海支部と合同で意見
交換会を行いました。

支部要望事項は以下のとおりです。
1．港湾海岸事業の中・長期計画の提示について
2． 事業量の確保と地元企業への工事量確保につい

て
3．総合評価制度の見直しについて
4．施工条件明示について
5．施工実態に合った積算について
6．港湾施設使用料の積算計上の統一について
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海 技 協  販 売 図 書 ・ 案 内

インフォメーション

体　裁 発行年月 販売価格

作業船団の運航に伴う
環境保全対策マニュアル
（国土交通省港湾局監修）

沿岸域における
海象メカニズム

作業船団安全運航指針
（改訂版）
（国土交通省港湾局監修）

作業船が運航することによって自ら
発生する排水、廃油、排出ガス、船内
発生廃棄物、振動、騒音等による環
境保全について、難解な関係法令を
整理し、対応方策について取りまと
めたマニュアル
・「港湾工事共通仕様書」（（公社）日本港
湾協会発行）に参考図書として指定

波のメカニズムを、平易に解説した
文献

近年の関係諸法令の改正に対する
見直し等及び「作業船による架空送
電線接触事故防止対策指針」を新た
に盛り込んだ改訂版を発行
・「港湾工事共通仕様書」（（公社）日本港
湾協会発行）に参考図書として指定

平成18年4月

平成19年3月

平成20年4月

会　員2,160円
非会員2,700円
（消費税含、送料別）

会　員   756円
非会員1,080円
（消費税含、送料別）

会　員2,160円
非会員2,700円
（消費税含、送料別）

図  書  名  概  　　  要

※購入は「図書名、部数、送付先、担当者、連絡先、請求書あて先」を記入したＦＡＸ又はメールで、協会事務局へ申し込んで下さい。

Ａ4版
94ページ

Ａ4版
32ページ

Ａ5版
200ページ
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インフォメーション

（注）会員専用ページは、随時更新していますのでご利用下さい。
　　「会員専用ページ」を開くためには「ユーザー名」と「パスワード」が必要です。
　　当協会事務担当者にお尋ね下さい。

海技協ホームページ「会員専用ページ」の掲載事項 （1月以降掲載分）

〔関係通達〕
● 建設業法等の一部を改正する法律の施行に伴う入札金額の内訳書の取扱いについて
● 施工体制台帳の作成等についての改正について
● 施工体制台帳等活用マニュアルの改正について
● 外国人建設就業者受入事業に関する下請指導ガイドラインの制定について
● 建設業許可事務ガイドラインについての一部改正について
● 技能労働者への適切な賃金水準の確保について
● 公共事業労務費調査（平成26年10月調査）の実施報告について
● いわゆるゼロ国債工事等に係る金融保証の実施について

国土交通省港湾局監修 作業船団安全運航指針（改訂版）のお知らせ

〈 体裁 〉A5版　200頁
〈 定価 〉会員2,160円　非会員2,700円（いずれも消費税を含み。送料は別途申し受けます）

　本指針は、「港湾工事共通仕様書」（国土交通省港湾局編集（社）日本港湾協会発行）において、請
負者は本指針を参考にし、常に工事の安全に留意して事故及び災害の防止に努めることが規定さ
れております。
　今般、発行するに至りました改訂版は、近年の関係諸法令の改正に対する見直し等を行うとと
もに、平成18年8月に発生したクレーン船による超高圧送電線接触事故を契機に、策定した「作
業船による架空送電線接触事故防止対策指針」を新たに盛り込んだ「作業船団安全運航指針（改訂
版）」といたしました。
　本指針の活用により、危険要因の高い海上工事に従事する作業船の安全が一層確保されますこ
とを祈念するものであります。
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2
安全啓蒙ポスター 配布のお知らせ 

　毎年度「安全ポスター」を作成し、作業員一人一人の意識向上、啓蒙に役立つこと、及び海上起
重作業船団の更なる安全運航に寄与することを願うものであります。

会員への配布
　「安全ポスター」は、会員には5部配布し、また発注関係官公庁にも配布しております。　　
　なお、部数に余裕がありますので、増配布を希望される会員は協会事務局へ申し出て下さい。

「安全ポスター」

1
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